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要 旨 

 

目的：米国の現役軍人を対象とし、軍種と薬物使用・メンタルヘルスとの関連性、およびその関連

性が対象者の背景要因および派遣経験にどの程度影響されるかについて検証した。 

 

方法：米国国防総省が実施した 2015 年健康関連行動調査から得られた現役軍人 16,699 人（空軍

4,150人、陸軍 3,197人、海兵隊 2,184人、海軍 3,016人、沿岸警備隊 4,152人）を対象とした。

重度飲酒（HED：過去 1ヶ月以内に 1回 5杯以上（男性）または 4杯以上（女性））、アルコール

使用障害（AUD：過去 1年間の AUD識別スコアが男性 4以上、女性 3以上）、現在の喫煙、電子

タバコ使用、無煙タバコ使用、薬物使用（過去 1 年間に処方箋なしまたは処方より多い抗うつ剤

等の使用）、心的外傷後ストレス障害（PTSD：市民向けチェックリスト）、うつ病（患者健康質問

票-9）、不安（全般性不安障害-7）のメンタルヘルスの有病割合を軍種別に確認した。多変量ロジ

スティック回帰において、対象者の背景要因と派遣・戦闘経験因子を調整因子とし、軍種と薬物使

用・メンタルヘルスの関連性を評価した。 

 

結果： 空軍と比較し、他の軍種で HED（陸軍オッズ比（OR）=1.52、海兵隊 OR=2.89、海軍

OR=2.02、沿岸警備隊 OR=1.79）、AUD（陸軍 OR=1.40、海兵隊 OR=2.67、海軍 OR=1.87、沿岸

警備隊 OR=1.46）、喫煙（陸軍 OR=1.78、海兵隊 OR=2.63、海軍 OR=1.57）、電子タバコ使用（海

兵隊 OR=1.63、海軍 OR=1.44）、無煙タバコ（陸軍 OR=1.57、海兵隊 OR=3.30）、薬物使用（陸

軍 OR=1.67）、PTSD（陸軍 OR=2.93、海兵隊 OR=2.49、海軍 OR=2.66）、うつ（陸軍 OR=2.90、

海兵隊 OR=3.67、海軍 OR=2.64）、不安（陸軍 OR=2.58、海兵隊 OR=3.26、海軍 OR=2.70）が有

意に高かった。調整後は陸軍、海兵隊、海軍の軍人は空軍と比較して、複数のメンタルヘルスおよ

び薬物使用の ORが約 2-3倍高かった。 

 

結論：米国現役軍人の薬物使用やメンタルヘルス問題の顕著な割合と、軍種間の異質性が確認でき

た。また、それらの異質性は対象者の背景要因や派遣経験などですべて説明がつかず、今後は軍種

特有のそれらの危険因子を検証していく必要がある。   


